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2004年に発生した 2大個人情報流出事件 
(1/23) ヤフーＢＢ、業務委託先社員の不正アクセスにより顧客情報 451万件流出 

 対策費用で 40億円の損害 (全員に 500円の郵便小為替送付) 
(3/09) ジャパネットたかた、顧客情報が入った記録媒体を盗まれ顧客情報 51万件流出 
     1ヵ月半の営業自粛で 150億円の損害 
 
個人情報の“価格”は 1万円 
1999年 5月、京都府宇治市の住民基本台帳データ約 22万人分が漏洩 
(開発業務の再々委託先のアルバイト社員による不正コピー＆30 万円で名簿業者への販売、
転売によるインターネット上での公開、住民 3名から市への 100万円損害賠償請求事件) 
最高裁判例(H14.7.11)：基本４情報（氏名、住所、性別、生年月日）を漏洩した場合、慰謝
料は１人につき１万円（＋弁護士費用 5千円） 
 
2005年に発生した個人情報流出事件 
(1/07) 住信カード、住所や電話番号が記された申込書 23人分が施錠された書庫から紛失 
(1/07) 松下子会社、顧客 347人分の氏名や住所などの情報が入ったパソコンが盗まれる 
(1/07) 札幌市保健所、約 2万 9500件の個人情報が入ったノート型パソコン盗まれる 
(1/24) ポーラ化粧品、838人の個人情報を登録したパソコン盗まれる 
(2/14) ＮＴＴドコモ、元契約社員の不正アクセスで２万 4362人分の顧客情報流出 
(2/23) 大津市の教習所２万 4000人の情報紛失、車の後部座席に置かれていたパソコン盗難 
(2/25) 米銀バンク・オブ・アメリカ、120万人分の口座データが入ったテープ紛失 
(3/14) 秋田県湯沢市職員の PCがウイルス感染、Winnyで 11,255人分の個人情報漏洩 
(3/16) オリエンタルランド、何者かの不正アクセスで約 12万人の顧客情報流出 
(3/19) 東京の旅行会社の顧客情報９万人分、外部からサーバーへの不正アクセスで流出 
(3/22) あおぞら銀、預金残高など２万 6000件の個人情報を記載したマイクロフィルム紛失 
(3/29) ＪＣＢ、7624人分のカード番号記録のフロッピーディスク紛失 
(3/30) みずほ銀、全国 167支店で計 27万人分の顧客情報を記載したフィルム資料等紛失 
(3/30) アフラック、１万 7350人分の顧客情報が入ったカートリッジ型磁気テープ紛失 
(4/05) リコー、顧客１万 8700社の連絡先入ったパソコン盗まれる 
(4/07) 北海道銀行、採用試験の 7人の履歴書と 163人分の面接予定表をファクスで誤送信 
(4/09) 三重県立高校、276人分の成績や電話番号などの生徒情報入ったパソコン盗難 
(4/20) 米ネット証券大手、20万件の顧客情報が入ったバックアップテープ紛失 
(4/20) トヨタの顧客情報流出、電子メールで送られた顧客情報 9804件がパソコンごと盗難 
(4/22) みちのく銀、約 131万件分の顧客情報が入った CD-ROM紛失・誤って廃棄か 
(4/22) 静岡市の小中５校、廃棄パソコンから生徒の個人情報 3000件～5000件が流出 
(5/02) 米タイムワーナー、約 60 万人分の従業員の個人情報が入ったテープを紛失 
(5/06) 大東銀行、4552件の顧客情報が入ったフラッシュメモリーカード紛失 
(5/12) 山陰放送：採用試験応募の６７人分、メールの CCで送信し個人名など流出 
(5/12) 大阪府八尾市民１万６８６人分の税額決定通知書、印刷会社の車ごと盗難 
(5/17) ケイ・オプティコム、1万 2004件の契約者情報が入った外付けハードディスク紛失 
(5/18) 元勤務先の病院から患者情報の入った DVDを持出し、年賀状送った医師を書類送検 
(5/20) ボーダフォン、携帯電話の顧客情報 146人分流出・名古屋市の公園内で市民が発見 


